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要旨 
Bone morphogenetic proteins (BMPs)2/4/Decapentaplegic (Dpp)は、進化的に高く保存され
た TGF-βスーパーファミリーに属するリガンドで、三胚葉性動物の背腹軸の形成に重
要な役割を果たしていることが知られている。我々はショウジョウバエをモデルとして、

背腹軸形成に必要な Dpp の濃度勾配形成機構の新たなモデルを提唱してきた。また、
同様の機構が羽の横脈形成に必要なことを示唆してきた。しかし、BMP 活性の濃度勾
配がどのように誘導され、維持されるかに関しては不明なままである。そこで、我々は

羽の横脈をモデルとして、リガンドがどのように輸送されるのか、また発生の過程で分

化を達成するのに重要なステップに関しても調べてきた。そして、蛍光標識したリガン

ドを用いて、Dpp は蛹の翅脈から横脈に BMP 結合タンパク質依存的に輸送されている
こと、さらに BMP7 タイプのリガンド Gbb にも依存することをつきとめた。この結果
は、BMP のヘテロダイマーが特異的に輸送されるという我々の仮説を強く支持するも
のである。さらに、BMPの分子型を区別するため、BiFC法を用い in vivoで識別する方
法を確立し、分子型特異的な輸送機構について解析中である。また、進化的に保存され

た dpp 遺伝子の cis-regulatory domain が、様々な昆虫で観察される多様化した横脈の形
成に重要な役割を果たしているのではないかという仮説をたて、現在検証中である。 
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